
まえがき＝近年，アルミニウムダイカスト部材の長寿命
化の要求により，金型やプランジャースリーブなどの溶
融 Al と接触する部材では TiN，CrNなどの硬質セラミッ
クコーティングによる耐久性の向上が図られてい
る1）～3）。CrNはいっぽう，アルミ∵SEM観察をおこない，試験前後の膜厚変化より Al 溶湯中でのCr-N 皮膜の溶解速度を測定した。1．3 皮膜構造解析界面部分を FIB 加工（日立製作所製 FB-2000 収束イオ

ンビーム加工観察装置Ga

＋イオン，加速電圧 30kV）に
て加工し，TEM観察に供した。TEM観察は日立製作所
製のHF-2000 電界放出型分析電子顕微鏡を使用し，加
速電圧 200kV で観察をおこなった。

2．実験結果

2．1 皮膜組成と窒素圧の関係
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